
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
発
行
日
》
平
成
二
十
年
三
月
一
日 

会
津
若
松
市
民
憲
章
推
進
委
員
会 

【
事
務
局
】
会
津
若
松
市
環
境
生
活
課
内 

福
島
県
会
津
若
松
市
東
栄
町
三
番
四
十
六
号 

 

℡ 

〇
二
四
二
―
三
九
―
一
二
二
一 

          

市
民
憲
章
と
は
、
住
ん
で
い
る

ま
ち
を
よ
り
暮
ら
し
や
す
く
す

る
た
め
に
、
市
民
自
ら
が
定
め
た

理
想
や
目
標
の
こ
と
で
す
。 

 

全
国
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

個
性
あ
ふ
れ
る
様
々
な
住
民
憲

章
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
原
点
で
あ
り
、
地
域
住
民

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

市
民
憲
章
推
進
委
員
会
は
三

つ
の
部
会
か
ら
構
成
さ
れ
て
お

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
活
動
を

企
画
推
進
し
て
い
ま
す
。 

本
年
度
も
花
園
コ
ン
ク
ー
ル

や
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
へ
多
く
の

ご
参
加
を
頂
き
、
本
紙
掲
載
の
と

お
り
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
運
動
に
携
わ
る
方
々
の

輪
を
さ
ら
に
広
げ
、
住
ん
で
良
か

っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
住
み
た

い
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

  
 

 
 

 

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
日
（
火
） 

市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
花
園
コ
ン
ク
ー
ル
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
合
同
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
に

ご
参
加
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

各
表
彰
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
記
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

 

前
文 会

津
若
松
市
は
、
会
津
の
中
心
都
市
と
し
て
長
い
歴
史
と
伝
統
に
つ
ち
か

わ
れ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。 

会
津
若
松
市
民
は
、
明
治
戊
辰
百
年
を
迎
え
て
先
人
の
偉
業
を
し
の
び
、 

よ
り
よ
い
郷
土
を
築
く
た
め
に
平
和
・
創
造
・
繁
栄
の
三
つ
の
誓
い
を
た
て
、

市
民
の
歩
む
道
し
る
べ
と
し
て
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
市
民
は
、
責
任
と
誇
り
を
も
っ
た
市
民
意
識
の
上
に
立
っ
て
、
会

津
若
松
市
を
近
代
都
市
と
し
て
大
き
く
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
具
体
的
目

標
を
定
め
心
を
合
わ
せ
て
、
こ
れ
を
実
践
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
で
す
。 

 

一
、
親
切
を
つ
く
し 

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一
、
き
ま
り
を
守
り 

明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一
、
健
康
で
働
き 
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一
、
環
境
を
と
と
の
え 
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一
、
自
然
と
文
化
財
と
を
愛
し 
ゆ
か
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

一
、
教
養
を
高
め 

文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う 

 

昭
和
43
年 

５
月
３
日
制
定 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
年
度
は
個
人
十
四
件
、
団
体
・
事
業
所
二
十
二
件
、
学
校
二
十
七
件
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。 

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
花
壇
の
現
地
審
査
時
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
輪
が
、
今
後
一
層
広
が
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

         

《
特
別
賞
》 

四
年
連
続
で
最
優
秀
賞
に
輝
か
れ
た
方 

を
、
市
民
憲
章
モ
デ
ル
花
壇
に
認
定
し
て 

お
り
ま
す
が
、
今
回
、
認
定
後
に
ご
参
加 

い
た
だ
き
、
最
優
秀
に
値
す
る
成
績
を
残 

さ
れ
た
森
山
様
を
、
特
別
賞
と
し
て
表
彰 

い
た
し
ま
し
た
。 

風
間 

和
孝
（石
堂
町
） 

渡
部 

住
夫
（町
北
町
） 

富
士
通
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
株
式
会
社 

長
尾
賀
代
子
（
柳
原
町
） 

高
瀬
新
田
町
内
会 

橋
本
花
壇
愛
護
会 

川
南
小
学
校 

湊
小
学
校 

東
山
小
学
校 

第
三
中
学
校 

一
箕
小
学
校 

慶
山
一
丁
目
町
内
会 

城
西
小
学
校 

森
山 
美
智
子
（
大
町
） 

（敬称略） 

優
秀
賞
（
敬
称
略
） 

個
人
の
部 

 
 
 
 

鈴
木
美
智
子
（
大
町
）
、
五
十
嵐
キ
イ
（
飯
盛
）
、
坂
内
栄
子
（
町
北
町
） 

団
体
・
事
業
所
の
部 

千
石
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
一
区
町
内
会
、
上
荒
久
田
福
寿
会
、
居
合
団
地
寿
会 

ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
、
花
畑
東
町
内
会
、
金
川
町
金
寿
会 

館
脇
団
地
町
内
会
、
西
小
田
垣
町
内
会
、
戸
ノ
口
町
内
会 
 
 
 
 
 
 

学
校
の
部 

 
 
 
 

城
南
小
学
校
、
大
戸
小
学
校
、
行
仁
小
学
校
、
謹
教
小
学
校
、
荒
舘
小
学
校 

城
北
小
学
校
、
鶴
城
小
学
校
、
大
戸
中
学
校 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
年
度
は
絵
日
記
の
部
二
百
二
十
九
点
、
小
学
校
二
・

三
年
の
部
十
点
、
小
学
校
四
・
五
・
六
年
の
部
十
七
点
、

中
学
校
の
部
十
一
点
の
ご
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。 

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
は
左
記
の
方
々
で
す
。 

そ
の
他
の
入
賞
者
、
及
び
最
優
秀
作
品
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

平
成
十
九
年
十
月
九
日
（
火
） 

文
化
教
養
部
会
の
主
催
で
、
本

年
度
の
文
化
財
研
修
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

推
進
委
員
十
一
名
が
参
加
し
、

合
併
で
新
た
に
会
津
若
松
市
に
加

わ
っ
た
北
会
津
の
文
化
財
を
実
際

に
見
聞
し
、
知
識
・
教
養
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

文
化
財
研
修
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

推
進
委
員 

志
田 

久 

今
回
の
開
催
主
旨
は
、
最
近
合
併
に
よ
り

新
会
津
若
松
市
と
な
っ
た
北
会
津
地
域
を
中

心
に
市
指
定
有
形
文
化
財
を
研
修
す
る
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。 

 

見
学
対
象
と
な
っ
た
文
化
財
は
神
社
・
仏

閣
の
建
造
物
・
彫
刻
・
古
文
書
・
史
跡
等
七

ヶ
所
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
学
地
に
は
住

職
・
宮
司
さ
ん
、
地
元
の
方
々
に
よ
る
直
接

説
明
が
詳
細
で
、
参
加
者
は
新
た
な
認
識
に

浸
り
ま
し
た
。
印
象
深
い
の
は
秘
蔵
・
秘
仏

と
さ
れ
る
古
文
書
や
彫
刻
を
間
近
に
拝
見
で

き
、
は
や
る
心
を
よ
う
や
く
抑
え
、
実
り
の

多
い
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
後
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
研
修
が
実
施
さ

れ
る
と
き
、
多
く
の
方
の
参
加
が
望
ま
れ
ま

す
。
参
加
意
識
が
市
民
の
自
覚
を
促
し
、
会

津
若
松
市
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
原
動
力
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

今
回
の
研
修
対
象
（
所
有
・
管
理
者
） 

多
門
院
毘
沙
門
天
像
（
寺
堀
）
▽
下
荒
井
観

音
堂
（
宝
寿
院
）
▽
松
命
山
蓮
花
寺
須
弥
壇

（
宝
寿
院
）
▽
平
田
欅
の
木
（
宝
寿
院
）
▽
棟
札

（
八
幡
神
社
）
▽
芦
名
兼
載
軸
物
（
八
幡
神
社
）

▽
両
堂
不
動
堂
お
籠
も
り
堂
（
両
堂
） 

【北会津名産のフルーツ狩り】 
 今回はリンゴ狩りをしました。 

絵
日
記
の
部
最
優
秀
賞 

河
東
学
園
小
学
校 

安
藤 

奈
々 

小
学
校
二
・
三
年
の
部
最
優
秀
賞 

河
東
学
園
小
学
校 

佐
藤 

琴
音 

小
学
校
四
・
五
・
六
年
の
部
最
優
秀
賞 

神
指
小
学
校 

山
内 

美
優 

 

中
学
校
の
部
最
優
秀
賞 

第
五
中
学
校 

佐
藤 

有
希
恵 

多門院毘沙門天像 



 
 

会
津
若
松
市
民
憲
章
推
進
委
員
会 

広
報
委
員
会 

 

（
五
十
音
順
） 

 

委
員
長 

高 

橋 

昭 

子 

 

委 

員 

宇 

内 

昭 

子 

遠 

藤 

徳 

雄 

 
 
 
 
 

城 

戸 
 

仁 

齋 

藤 
 

齊 

 
 
 
 
 

佐 

藤 

光 

雄 

渡 

部 

浩 

一 

春
の
足
音
が
皆
様
の
も

と
に
も
届
い
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
球

温
暖
化
の
影
響
か
ら
か
、
近

年
の
冬
は
積
雪
が
少
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

 

今
回
は
、
表
彰
式
を
初
め

と
し
た
委
員
会
の
事
業
活

動
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

 

来
年
度
は
市
民
憲
章
制

定
四
十
周
年
記
念
事
業
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
憲
章

の
理
解
者
・
実
践
者
の
輪
を

広
げ
、
住
み
よ
い
会
津
若
松

市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

平
成
十
九
年
十
月
五
日
（
金
）
場
所 

北
会
津
支
所 

視
察
研
修
の
た
め
本
市
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
、

鶴
岡
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
の
皆
様
と
の
活
動
内
容
や

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

構
成
員
の
募
集
方
法
、
予
算
、
活
動
内
容
な
ど
、
お

互
い
に
異
な
る
手
法
や
課
題
、
よ
り
効
果
的
な
推
進
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

鶴
岡
市
の
交
流
会 
 

副
委
員
長 

松
谷 

照
子 

 

両
代
表
者
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
和
や
か
な
ム
ー

ド
の
中
、
積
極
的
に
話
し
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

全
国
大
会
の
開
催
当
時
の
取
り
組
み
や
、
組
織
を
構

成
す
る
団
体
、
個
人
の
入
会
の
取
り
組
み
に
関
す
る
双

方
の
真
剣
な
議
論
に
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
と
愛
情

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 鶴岡市会長  

原田薫様 

市民憲章の唱和 

平
成
十
九
年 

十
一
月
二
十
六
日
（
月
） 

場
所 

い
わ
き
市 

 

福
島
県
内
住
民
憲
章
運
動
推

進
会
議
が
開
催
さ
れ
、
委
員
七
名

が
出
席
し
、
本
委
員
会
活
動
内
容

の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 福島県内でそれぞれの地域に合わせた住民

憲章が定められており、住みよいまちづくり

のため、活動なさっています。 

会
津
若
松
市
民
憲

章
推
進
委
員
会
で
は
、

平
日
の
会
議
や
活
動
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る

推
進
委
員
を
随
時
募
集

し
て
お
り
ま
す
。 

 

市
民
の
皆
さ
ん
の
知

恵
と
力
を
結
集
し
、
住

み
よ
く
、
豊
か
な
会
津

若
松
市
を
一
緒
に
創
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 


